
大淀町公共工事発注見通し 実施要領 

 
(目的) 

第１条 この要領は、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律(平成１

２年法律第１２７号)第７条及び同施行令(平成１３年政令第３４号)第５条に基づき、

大淀町が発注する公共工事の見通しの公表に関し、必要な事項を定め、適正に実

施することを目的とする。 

(公表対象工事) 

第２条 公共工事発注見通しにおいて公表の対象となる工事は、建設業法（昭和２４

年法律第１００号）第２条第１項に定める建設工事のうち、予定価格が２５０万円を超

えるものとし、その予算会計、科目等は問わないものとする。また、前年度予算によ

る事業についても、当該年度に発注する場合は公表の対象とする。 

(公表の時期) 

第３条 原則として毎年度４月１日に、当該年度に発注することが見込まれる公共工事

に係る見通しを公表するものとする。 

２ ７月、１０月、１月を目途に、公表した事項を見直し、変更が生じた場合には、変更

後の当該事項を公表するものとする。ただし、１月に公表するものは１２月補正事業

のみとする。 

(公表の方法) 

第４条 公表の方法は、公表する内容を記した調書を閲覧に供することにより行うもの

とし、その閲覧方法は、大淀町公共工事の入札及び契約に関する情報閲覧規程

（平成１３年 5 月２４日告示第１６号）の定めるところによる。また、併せて大淀町ホー

ムページへ掲載することにより公表するものとする。 

２ 公表期間は、当該年度の３月３１日までとする。 

(閲覧調書) 

第５条 四半期毎に公表する調書は、すべて閲覧簿に綴るものとする。また、調書及

び閲覧簿はＡ４サイズとし、閲覧簿の背表紙には、「○○年度 大淀町公共工事発

注見通し」と表示するものとする。 

２ 調書は、様式第１号及び様式第２号により作成するものとする。 

(調書記載方法) 

第６条 調書に記載する項目は、以下の通りとする。 

  （１）工事名称 

     ア 工事名称は、工事内容がわかる程度に簡略化し記載する。 

     イ 補助･単独の区別はしない。 

  



 （２）工事場所 

     施行箇所がわかるように大字名等を大淀町 ○○ 地内のように記載する。 

  （３）工事期間 

     約○○ヶ月と表示する。 

  （４）工事種別 

     建設業法第２条第１項に定める建設工事の種類（別表１）のうち、該当するも 

のを記載する。 

  （５）工事概要 

     ア 使用単位は、別表２のとおりとするが、必要に応じてその他の単位を使用 

する。 

     イ 工事内容･規模がわかる程度に簡潔に記載する。 

     ウ 数量は、概数での記載を可とする。その場合、約○○ｍのように記載する。 

     エ 橋梁名･トンネル名･バイパス名等できるかぎり具体的名称を記載する。 

  （６）入札及び契約の方法 

     一般競争入札･指名競争入札･随意契約のうちいずれかを記載する。 

  （７）入札を行う時期 

     ア 四半期単位の記載とする。 

     イ 予定する入札時期は、当該年度末までの範囲で記載する。 

（変更・追加の取り扱い） 

第７条 変更・追加の取り扱いについて、公表内容を変更する場合は、備考欄に「変更」 

と記載するものとする。 

２ 公表した工区を分割する場合は、備考欄に「NO.○○変更」と記載するものとする。 

（発注済の工事の取り扱い） 

第８条 公表した工事で、次回公表時において既に発注済みの場合は、削除する。ま 

た公表していない工事で、次回公表時において既に発注済みの場合は、記載しな 

いものとする。 

(その他取り扱い) 

第９条 工事実施に必要な用地の取得や関係機関等との協議又は調整が未了の場

合で、発注の見通しが立たないと判断される場合であっても、原則として、公表する

ものとする。また、その場合、備考欄に「用地取得未了」、「関係機関と調整中」、「地

元調整中」等、簡潔に記載するものとする。 

２ 次の各号に掲げる工事は、公表の対象から除くことができる。 

（１） 災害発生期間中若しくは災害発生直後又は事故若しくは突発的な維持管理 

のために緊急的に行う工事。ただし、災害査定等を経て計画的に実施する災害

復旧工事は除く。 

（２） 管理施設及び構造物等の損傷に対して、緊急的に実施する維持復旧工事



（３） 前２号に定める場合のほか、公表することが、事業遂行上、不利益になると判 

断される工事 

(その他) 

第１０条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は町長が別に定める。 

 

附 則 

(施行期日) 

１ この要領は、平成２８年４月１日より施行する。 

附 則 

  この要領は、平成２９年 4 月１日より施行する。 

 

（大淀町公共工事発注見通し実施要領の廃止） 

２ 大淀町公共工事発注見通し実施要領（平成１３年  月  日）は廃止する。 

 

 

 

 

別表 1 

土木一式 電気 板金 電気通信 

建築一式 管 ガラス 造園 

大工 タイル・れんが・ブロック 塗装 さく井 

左官 鋼構造物 防水 遊具 

とび・土工・コンクリート 鉄筋 内装仕上 水道施設 

石 舗装 機械器具設置 消防施設 

屋根 しゅんせつ 熱絶縁 清掃施設 

 

別表 2 

表中表記 計量内容 使用単位 

Ｌ 延長（length） m（メートル） 

Ｈ 高さ（height） m（メートル） 

Ｖ 体積（volume）  （立法メートル） 

Ｗ 幅員（width） m（メートル） 

Ａ 面積（area） ㎡（平方メートル） 

 



様式第１号（第5条関係）

○大淀町公共工事発注見通しは、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律

　 施行令（平成13年4月1日施行）第5条にもとづき公表するものです。

○ここに掲載する内容は、○○年○月現在の見通しであるため、実際に発注する工事

　 がこの記載と異なる場合、又はここに記載されていない工事が発注される場合があります。

○工事発注予定箇所のうち、発注までに解決すべき課題等のあるものには、備考欄にその

　 旨記載をしてあります。

○○年度大淀町公共工事発注見通し
（○月○日以降発注予定）

○○年○月

総務部総務課入札契約係



（様式第２号）

○○年度大淀町公共工事発注見通し（○月公表分）　○月○日以降発注予定
担当課名： 課 会計

工事名称 工事場所 工事期間 工事種別 工事概要
入札及び
契約の方
法（予定）

入札を行う
時期

備考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10


